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におけ

小)11~登雄

I 新学習指導嬰領に示された自標および内容

1. 理科の自標

自然、に親しみ，自然、の事物?現象を観察 F などによって?論理的，客観的にとらえ?自然、の認識

を深めるとともに?科学的な能力と態度在育てる O

(1) 生物と生命現象の理解を深め，生命を尊重する態度を養う O

(2) 自然の事物@現象を互いに関連づけて考察し，物質の性質とその変化に伴う現象やはたらきを理解

させる O

(8) 自然、の事物 e現象についての原国 e結果の関係的な見方?考え方や定性的 p 定量的な処理の能力を

てるとともに?自然を一体として る態度を養う。

2. 理科の内容

理科の内窟は，科学的な物の見方や考え方，さらに進んでは創造力の育成が充分なされるように p 児

の自然、認識の基礎による経験や畠然科学的な事実や考え方を中軸にして精選 p 集約されている O

A. 生物とその

生物は環境に適応したっくりや働きを持ち?互に関連して均衝を保ちながら している O

B 物質とエネルギ

物のいろいろな性質は p 他の物との相互のはたらき合いや，二乙ネルギーのはたらきによって変わる。

また，二乙ネルギーには F いくつかの共通する性質がある O

C. 地球と

地救の回転によって F 天体が回っているように見え，その動きに伴って地表の変化にリズムが現わ

れる O

太陽は絶えず熱や光を出しており，それが原因となって地表のようすが絶えず変化している O

II 地隷と

1. 地持と宇宙の指導内容の系統

地球と宇宙の指導内容の系統を関示すると，表 1のようになる O
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Z 地ままと宇宙の毘

1常年から第 8学年までの f地球と宇宙Jの内容をまとめると?その目標は?空気@水@土などの

地表をつくる物の溢度や状態の変化を地表が受ける太陽の熱を関係づけて考え，あわせて?地球と太陽

@月@患などの天体との関係を理解させることになる O これらの分野を考えれば次のように区分されるO

(1) 太陽や星などの見かけの動きを地球の岳転と関係づけて理解させる O

(2) 雲@乳などによる天気や気温の変化を太揚と関係づけて理解させる O

(3) 土地の変化を流水と関係づけて理解させる O

3. 地球と宰富の各学年の内容

① 第 1学年の内審

(1) 日なたと Eかげの暖かさや，地面の様子などの違いは，太陽と関係があることを理解させる O

ァ. Bなたと自かげでは?暖かさ 9 地面のかわき方などに違いがあること O

ィ.地面が自なたになったり，日かげになったりするのは，太陽の位置と関係があること O
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(2) 石には p いろいろ違うものがあることを理解させる O

ア.石には，色@形@大きさ@かたさ@手ざわりなどに違いがあること O

イ.石には?大きさや形が違っても 9 色@模様@手ざわりなどに似たものがあること O

② 第 2学年の内容

(1) 太陽の通り道を理解させる O

ア.太陽の色や輝きなどは?朝@昼@夕で違いがあり p いつも丸く見えること O

イ.太陽は少しずつ動いていること O

ウ.太陽は東から出て?南の空を通って西にはいること O

(2) 繋が白光をさえぎると，日中の明るさ?暖さが変わることや?雨の降り方や雨水の流れによって 9

地面の様子が変わることを理解させる O

ア.雲の有無や雲の広がり?濃さなどによって，地面の明るさ，暖かさに違いができること O

イ.雲が広がっているときに p 雨や雲の降ることがあること O

ウ.雨の降り方によって，地面を流れる水の様子や水のたまり方などに違いがあること O

ニ乙.雨水は流れたり?たまったりして?地面の様子を変えること O

オ.雨水は地中にしみ込んだり，かわいたりすること O

③ 第 3学年の内容

(1) 丹の形や動きは，太揚と似ていることを理解させる O

ア.月は?太陽と同じように東から出て南の空を通り?西にはいること O

イ.月は，同じ時刻でも，自が変わると，見える位置や形などが変わること O

(2) 日光による土や水の暖まり方を理解させる O

ア.司なたと日かげでは?土や水の温度に違いがあること O

イ.日なたの土や水の温度は，日光の当たっている時間の長さによって変わること O

(3) 土の性質や，水との関係を理解させる O

ア.砂と粘土では，粒の大きさや粘り気，水のしみ込み方やかわき方などに違いがあること O

イ.土は粒の大きさによって?水のなかで沈む速さに違いがあること O

ウ.十には F 砂の多いものや粘土の多いものがあること O

④ 第 4学年の内容

(1) 星の並び方は?時間がたっても変わらないことを理解させる O

(2) 

ア.

イ.

ウ.

ア.

イ-

ウ-

は明るさや色の違うものがあること O

の集まりは F 時間がたつと向きや位置が変わるが，患の並び方は変わらないこと O

北極星の位置は，時間がたっても変わらないで，いつも北のほうに見えること O

の温度の 1日の変化を理解させる O

の温度は，風@日なたや日かげ@地面の様子や地面からの高さなどで違いがあること O

日中の空気の温度の変わり方は?地表の土の温度の変わり方と似ていること O

れの日と曇りの日では， の温度の変わり方に違いがあること O

二乙・屈と冬では，空気の温度に違いがあるが 1日の変わり方は似ていること O

(3) )11原の様子は，流水と関係がめることを理解させる O
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ア. ) 11原の様子は， )1¥上と)11下では違いがあること O

イ. )11原の石や砂などは?おもに)11上から流されてきたものであること O

ウ.流されるおや砂の大きさや量は?流水の速さや水量に関係があること O

ニ1:.流水のはたらきで， )11岸や海辺などの操子が変わること O

⑤ 第 5学年の内容

(1) 天演や北の空，南の空の星の動きを理解させる O

ア.北の空の患は?北極星を中心にして?同じ方向に回っていること O

イ.太陽の通り道付近に見える星は，太揚と動きが似ていて F 北の空の星と同じ方向に回っている

」と O

ウ.太陽や患は 1日たっともとの位置にくること O

(2) 風の吹き方によって?気温が変わることがあることを理解させる O

ア.成の吹く向きや強さは 1日のうちでも?また，日によっても違うこと O

イ. J武の吹き方，雲の様子などによって，気温が変わることがあること O

ウ.風の吹き方によって，空気の湿り気に違いが起こること O

(3) 地層の重なり方や地躍をつくるものの特徴に気づかせ?それらを流水を関係づけて理解させる O

ア.十一地には，地層の重なり方や地層に含まれている物?地層の厚さや広がりなど，っくりに特徴

があるものが見られること O

イ.地}曹は?おもに流水のはたらきでできること O

ウ.地下水の通り方は?地層のっくりと関係があること O

⑤ 第 s学年の内容

(1) 地球の形や動きを理解させる O

ア.月は太陽の光を受けて輝いている球体であり?輝いている部分の地球からの見え方によって?

月の形が変わって見えること O

イ.地球は太陽の光を受けている球体であり?それによって昼@夜の移り変わりが起こること O

ウ.患は北極星を中心として 1日に 1四回転しているように見えること O

ェ.地球は同じ速さで自転し 1間回転するのに 1日かかり F 回転の軸は北極星の方を向いている

こと O

(2) 季節によって気混の違いが起こるわけを理解させる O

ア・日没後の地面の土の温度や気温は?自中よりも低くなること O

イ. E中の地面の土の温度は，太揚の高度や照らされる時間によって変わること O

ウ・季節による気温の違いは，同じ時刻の太陽の高度や昼の長さの違いによって起こること O

(3) 火山活動でできた土地のあることや，土地も流水によって変化することを理解させる O

ア・火山活動でできた岩石や土地には，堆積によってできた岩石や土地とは違いがあること O

イ・火山の噴出物や温泉などは?地下の様子と関係があること O

ウ・火成岩に含まれている粒には?色や形などに特徴があること O

エ・堆積岩には，火山の噴出物が穣もってできたものや F 火成岩のくだけた物が水底に積もってで
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きたものがあること O

III 士識の骨野における

1 単景構成と

学園版による土地の分野における単元構成と年間指導計画は F 表 2のようになる O

2. 具体的指導例

(1) 1年 いしあつめの指導!こついて

① )11原で指導する場合一一野外学習の条件

.. )11原が広く p 石が多い所や砂やねん土が多い所

② 

@浅瀬になっていて F どもがJIIにはいっても危険がない所

から川掠の様

の分類の方法

ア.形によって分ける

@丸い ばっ

@平たい @ニ角形の

イ.色によって分ける

できる所

@赤っぽし 1石 っぽい石

っ~;tし っtヨ:l

ウ. によって分ける

@粒のある石 @線のある

@いろいろな のまじっている石

Z ニドざわりで分ける

@すべすべした石

オ.重さによって分ける

い石 @鮮い

@ざらざらし

い石

@白っぽい石

@茶色っぽし

@白い帯のある

@じゃもん石

@チャート
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キ.黄色

ク紫 色 @紫水晶

(2) 6年 火山活動の安全な実験法

①使用材料

ア.東クロム酸アンモニウム

イ. 塩素酸カリウム十でん粉(砂糖)

ウ.過マンガン酸カリウム

エ 過酸化ナトリウム十軽金属

② 重クロム酸アンモニウムによる方法

-こはく

@ほたる

クロム酸アンモニウムは，熱によって分解(185"C)して，三鹸化クロムを生ずる O この三酸化

クロムは F 軽くかさばった灰状になり，重クロム酸アモニウムの体積の約 5倍にも増加する O

に発生する気体によって吹き飛ばされ?空かんの周辺に火山灰として落ち?きれいな成震火山とな

るO

(封H4)2 Cr207 

赤だいだい色

ャ Cr203 十 N2十 4H20 

灰緑色
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